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仙台市公民館運営審議会議事録 

（平成 28年 5月定例会） 

○ 日時 

平成 28年 5月 26日（木）午前 10時 00分～12時 00分 

 

○ 場所 

生涯学習支援センター 5階 第 2セミナー室 

 

○ 出席者 

［委員］佐藤直由会長，齋藤純子副会長，阿部侑生委員，市瀬智紀委員，幾世橋広子委員 

    小地沢将之委員，齊藤康則委員，島倉美穂委員，菅井茂委員，中山聖子委員，  

渡辺博委員 

 

［事務局］ 

生涯学習支援センター：センター長 佐藤，センター次長 佐藤，事業係長 山﨑 

青葉区中央市民センター：センター長 西川，主幹兼企画係長 猪股 

宮城野区中央市民センター：センター長 松島，主幹兼企画係長 佐藤 

若林区中央市民センター：センター長 木戸浦，企画係長 沼田 

太白区中央市民センター：センター長 梅原，企画係長 村上 

泉区中央市民センター：センター長 菊池 

      生涯学習部：部長 千石 

      地域政策課：課長 小山 

      （公財）仙台ひと・まち交流財団：市民センター課長 千葉，係長 岩井 

       黒松市民センター：館長 藤原 

      富沢市民センター：館長 藤原 

 

［傍聴人］ 0名  

 

○ 配布資料 

  資料 1 委員名簿 

  資料 2 今期の仙台市市民センター事業の評価について（案） 

  資料 3 地区館（地区市民センター）事業の評価項目 

  資料 4 事業評価シート（案） 

  資料 5 事業計画概要書 

  資料 6 事業評価の進め方について（案） 

  資料 7 平成 28年度市民センター事業（市民企画会議等）計画一覧 

  資料 8 仙台市市民センター条例の一部を改正する条例 

  資料 9 市民センター使用料の改定について  
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○ 審 議 

「今期の仙台市市民センター事業の評価について」 

 

事務局：本日は 14 名中 2 名の欠席で 12 名の委員の皆様に出席いただいております。市民センター条例

施行規則第 10条第 1項の規定により，委員の過半数である 8名以上の出席を満たしておりますので，

有効な会議として成立していますことをご報告申し上げます。 

 

会長：今日の審議会の議事録の署名委員ですが，今日は小地沢委員にお願いいたします。どうぞよろし

くお願いいたします。（小地沢委員了承）  

 

会長：今日は今年度の市民センター事業の評価についてということで，評価項目，対象事業と評価手法

の決定についてお諮りしたいと思います。このことについて，まず事務局から説明をしていただき

たいと思います。 

 

事務局：（資料 2，資料 3，資料 4により説明） 

 

会長：ありがとうございました。事務局より資料 2 に基づいて今期の事業評価のテーマ，視点について

説明していただきました。今年度の評価については，住民参画型の事業を対象にしたいというとこ

ろで，資料 3の市民センターの大きな 5つの機能，さらにそれを分けて 12の役割が示されています

が，特に市民参画の機能役割に注目して評価を行いたいという説明がありました。 

 それから評価シート，これはこの審議会でも前々回から使って評価するということをしてきまし

た。各事業を見ていただき，評価の視点に沿ったところの評価を記入していただくシートになって

います。事業評価のテーマ，視点について事業評価全体についてでも結構ですが，何かご質問とか

ご意見とかございますか。 

経験されている委員の方もいますし，初めての方もいらっしゃいますが，なかなか難しそうだな

と思いますが，実際の事業を見てみないとこの視点などもわからないところもあると思います。色々

な事業を展開されているとこんな視点なのかなということも感じられるのではないかと思います。 

 

委員：ご説明の中に「参加」と「参画」の両方使われていたと思います。その使い分けに込められた意

味合いというか，その辺をご説明いただきたいと思います。協働ということには二者，市民と行政

とかが想定されていると思いますが，参加と参画についてはその使い分けの意味合いとか参加の度

合いとか，ご説明いただけますか。 

 

会長：事務局の方でいかがでしょうか。 

 

事務局：「参加」については，これは「会議に参加する」などという場合に使われていて，「参画」 

については，過去の公民館運営審議会などの意見書などを見ますと，地域団体や個人が市民センタ 

ーと一緒に企画運営を共にする事業などが参画型事業と記載されております。このことは 27 年 10

月の運営審議会の意見書も記載されているものです。 
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会長：以前の審議会でも，「参加する」と「参画する」とでは少し意味が違うだろうということで意見交

換した経緯がありました。参加ですと，あらかじめ用意されたものに参加してということですね。

参画ですと，実際の企画の段階から築き上げて一緒にやって行くということ。そのように前の審議

会でも整理されていたと思います。よろしいでしょうか。 

それでは実際の具体的な対象事業の中身を見ていただいた方が色々明確になっていくと思います

ので，次に対象事業として今期設定したい事業について候補が挙げられておりますので，それにつ

いて事務局から説明をお願いいたします。 

 

事務局：（資料 2，資料 3により説明） 

 

会長：評価対象事業として提案があったのが，黒松市民センター「市民企画会議「女性のための講座企

画会」」，富沢市民センター「富沢アクティブエイジングサロン」です。資料 3 の評価の項目でいく

と 2つの事業に共通するのが，「1 地域住民本位の生涯学習拠点機能」の「③ 市民参画の推進と

市民の活動の育成・支援」というところだろうと。黒松の方が「2 地域の交流・拠点機能」の「① 

地域住民の交流の場，及び子どもたちの育成・交流の場の確保」というところの機能。それから富

沢市民センターの方が「3 地域のコミュニティーづくり機能」の「② 地域活動を担う人材の育成」

というところに評価の視点を置いて事業評価ができるだろうということで，二つの対象事業のご提

案をいただいたということです。 

今日はこの二つの事業を実施している黒松市民センターと富沢市民センターの館長さんにお越

しいただいていますので，最初にどのような事業なのかご報告いただいてからまた質疑をしていき

たいと思います。よろしいでしょうか。先に黒松市民センターからお願いします。 

 

黒松市民センター館長： （資料 5により説明） 

 

会長：黒松市民センターの方から去年の講座の実施状況などの説明がありました。昨年度は黒松地区か 

ら 3名，南光台地区から 2名，旭ヶ丘堤という地域から 2名の計 7名の企画員ですね。昨年 27年は 

70代の皆さんで実施したということですね。資料 5の 3ページに「ほほえみサロンあ・ら・か・る・ 

と」いうチラシがありますが，これが実施した講座の内容で 3回開催したということですね。講座 

の企画会を 3回行い，反省会を１回，講座を３回で計７回の事業を開催したということでした。こ 

の黒松市民センターの市民企画会議，「ほほえみサロンあ・ら・か・る・と」について何かご質問な 

どありますでしょうか。それでは私からですが，この企画員の募集についてですが，何かセンター 

の方から各団体などに声掛けなどを行ったということでしょうか。 

 

黒松市民センター館長：特別に声掛けを行ったのは，子ども会育成会，婦人の会の方各１名づつです。

あとの５名の方はその２名の方から，人づてで集まってきたということでした。 

 

会長：育成会と婦人会の方に声掛けして，そこから雪だるま方式というのか，縁方式というのかそこか

ら声を掛けていただいて，７名の方が集まったということですね。今年はもう企画会議が始まって

いるのですか。 
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黒松市民センター館長：今年は第一回目の企画会が 6月 22日です。今年の予定としては新しい方が２名

加わり，また去年はやれませんでしたが，児童やお年寄りに対する虐待の問題を取り上げたいとい

う意見がございましたので，今年はどうしていくかという話し合いをしながら講座に結び付けてい

きたいと考えています。 

 

副会長：去年 27年度のこの３回のほほえみサロンの参加者の世代別の内訳など分かりましたら，教えて

いただきたいのですが。いかがでしょうか。 

 

黒松市民センター館長：手元にデータがないのではっきりわからないのですが，記憶ではフラダンスの 

会は大体 60代，70代の方が中心でした。2 回目のお魚の料理の会はそれに加えて，50 代の方が参

加していたと思います。3 回目のアレンジメントではもう少し若い 40 代，50 代の方が増えてきた

という風に見ておりました。 

 

会長：3回の講座の内容ですが，最初からフラダンス，お料理，フラワーアレンジメントにすんなり決ま

ったのでしょうか，それとももっと色々な内容が検討された上でこの内容に決まっていったのでし

ょうか。 

 

黒松市民センター館長：最初はもっと色々な内容が挙がっていました。地域のことを考えた内容，高齢

者に目を向けた見守りだとか，子どもさんの防犯のこととか色々な話が出ました。企画会の中でみ

んなが楽しめるような内容で，まずは参加してもらえる内容が企画の中心になり，食事だとか，30

代 40代位のお母さん達はフラワーアレンジメント等に興味があるのではないかという話になり，一

般の方に興味を持って参加してもらえるようなことを考えましょうということになりました。そう

して地域の女性の輪を広げていきましょうという話をしてまいりました。 

 

会長：ありがとうございました。委員の先生方，いかがですか。 

 

委員：2 点ほどお伺いしたいと思います。先ほど八乙女地区の高齢化率が 10.2％というお話がありまし

た。そして黒松校区の子ども会育成会のお話があったところですが，八乙女校区にも育成会がある

と思いますが，その地区の子ども会育成会の活動状況，おそらく共働き等々で活動の頻度というか

活発度が低いのではないかなどと想定されるような気がしますが，その活動状況をお聞きしたい。 

2点目は虐待とか防犯という社会問題のお話がありましたが，これは世の中で起こっている社会問

題として考えてみようというスタンスで出てきたのか，それとも企画会に参加されている方達の足

元で起きていること，地域の中から聞こえてくる課題として考えてみようということで出てきたこ

となのか，わかる範囲で教えて下さい。 

 

黒松市民センター館長：はい。八乙女地区の八乙女駅周辺の児童ですが，八乙女小学校に半数，黒松小

学校に半数が通っています。八乙女小学校の育成会が不活発ということではなくて，あちらはあち

らで活動していますが，黒松地区と違うのは子どもさんが小学校を卒業してしまうと親御さんも育

成会活動から引いてしまうという状況がみられるようです。2点目のご質問ですが，防犯といった点

については，これは企画会の中で自分達でできることは何なのかということと，そして自分達でで
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きないことは警察なり行政にお願いしようということで地域の中でそういう意識が共有できており

ます。 

 

会長：ありがとうございました。あとよろしいでしょうか。 

 

委員：企画委員 7 名でスタートして，テーマを決める時には 40 代 50 代が参加できるテーマも話題にな

って成果につながったという風に理解しました。70代ばかりでしたという説明の仕方がありまして，

少しその点に違和感を感じました。まず意欲のある人達に参加していただいて企画をしていただく，

その企画段階で世代に偏らない幅広い年代の人達に受け入れられるようなテーマを考えていく，こ

れは自然な流れだったと思います。ご報告をいただくとそういう風になっていたと思います。年代

にこだわった理由について，聞かせてください。 

 

黒松市民センター館長：企画員を集める段階で年代にこだわったわけではありませんが，一つは今まで

の経過で常に黒松市民センターのネットワークで話しやすい関係にあったのが，黒松婦人の会等の

方達だったということがあったこと。もう一つは悩みとしましては，そのあとの世代，、その活動を

繋ぐ世代が欲しいということも地域の中に挙がっていまして，そこから 70代の方達が集まった時に

自分達の活動を次に繋げるために 40代，50代のお母さん達に参加してもらいたいということで， 

そこから出来上がった講座は 40代 50代を意識したものとなったということです。 

 

会長：それでは次に富沢市民センターの説明を聞いて，それから合わせて質問等があればと思いますの

で，富沢市民センターの館長さん，お願いいたします。 

 

富沢市民センター館長：（資料 5により説明） 

  

会長：ありがとうございました。富沢アクティブエイジングサロンという講座で，今年で 4 年目という

こと，これまで 3 年間の実施状況の説明，講座開催の背景・目的，今年度どのようなことを目指し

ているかということについてご説明がありました。3 年経過しているということで，運営員の方々

が自ら大分企画運営する段階に来ていることが，この資料からもよくわかります。この参加者につ

いてですが，25 年度 21 名，26 年 15 名，27 年度 12 名ということですが，性別の内訳など分かり

ますでしょうか。 

 

富沢市民センター館長：はい，年度によりバラツキがありますが，大まかにいいますと女性が７，男性 

が 3くらいの割合でございます。比較的男性がまあまあ多いと思っています。 

 

会長：ありがとうございます。年齢的にはシニア層ということになっていますが，幅はあるのでしょう

か。 

 

富沢市民センター館長：大体 50代半ばから 65歳くらいまで，その層が主力になっております。 

 

会長：委員の皆さんからこの富沢アクティブエイジングサロンについて何かこの段階でご質問あります
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でしょうか。 

 

委員：お話を伺っていて，私どもの社会学級と大変よく似た目的であり，それから地域を巻き込んで作

り上げていく，そして地域のリーダーを育て上げていく手法から考えて大変よく似た企画ではない

かと考えていました。黒松，富沢両方とも予定対象がシニア世代と書かれていますが，ぜひ社会学

級にも声を掛けていただいて，黒松には 30～40名，それから八乙女にも 40名くらい，富沢にも 40

名くらいの学級生がおりますので，声を掛けて一緒に巻き込んでいただけたらありがたいなと考え

ています。そうすれば双方の発展につながるのではないかと考えていますので，今後ともどうぞよ

ろしくお願いします。 

 

会長：富沢の場合，25 年度から始まっていますが，初めの募集は一般の広報とかを使ってとか，何かの

団体，グループに声を掛けてとかで募集したのでしょうか。 

 

富沢市民センター館長：はい，最初はもちろん一般的な広報を掛けたのですが，あまり人は集まってき

ませんでした。そこで市民センターの職員が手分けをして富沢には活動実績のあるサークルがあり

ますので，その中のこういうことに興味がありそうな人を探してお声掛けをして，楽しいので是非

来てくださいということで集まっていただきました。 

 

会長：委員の方いかがでしょうか。 

 

委員：黒松と富沢のご報告ありがとうございました。大変勉強になりました。特に人との繋がりをつく

ることから地域のシリアスな課題に取り組んでいけるような人材を育成していくという流れがよく

わかったと思っています。そこで質問ですが，今年度の事業を行うに当たって，8ページに参加者の

感想が出ていて，ここからも講座に大変期待していて，いい結果が得られたということがわかりま

すが，これから私達が評価するにあたって講座に参加する以前の参加者の意識と事後の意識の違い，

例えばこのサロンが目的とする人との繋がりをつける力がついたとか，コーディネート力に自信が

ついたとかを知るための仕掛けがあるのかどうか，つまり私達がこれから色々評価する時に参考に

なるような，例えばアンケートのようなものとかがあるのかどうか教えてください。よろしくお願

いします。 

 

富沢市民センター館長：参考になるかどうかわかりませんが，事前の時はいい表現かどうかわかりませ

んが，斜に構えている人が多かったように思います。中に入ろうとしないというか，先ほどもどな

たかもいっていたように用意されたものに入ったんだよ，誰々に声を掛けられたから入ったんだよ，

といった感じが正直ありました。2年目になると，自分の好きなことを企画して下さい，どこからか

その講師を自分で選んできて講座を開催して下さい，言葉にすれば主体的というのでしょうか。 

そういうことを自らやってていただくと，力の入り方が違ってきました。そして実際やってみる

とそれがまた楽しくなって，もう一回やってみようかというムードになってきたというように私は

理解しています。 

 

委員：そういったトランスフォーメーションというか変容といいますか，そういう面が興味深いと思い



 

  7/12 

ます。また評価の時に色々教えていただきたいと思います。 

 

会長：今の 26年の参加者の感想には仲間意識が出てきたとか，転勤族の人にとっては地域を知るのにい

いとか，自己評価の面でもプラスの評価が結構あるので全体としての効果も表れているのではない

かと思います。今年この事業を評価の対象にするときにそんな面も留意していければよいと思いま

す。 

 

委員：事業選定で南北線沿線の特徴的な地域を選んだということでしたが，それぞれ特徴的な活動だと

感じたところです。黒松市民センターの場合は運営員が増えましたね。7名から 9名に拡大した。富

沢市民センターの場合は 21 名参加して，減ってきたというか精選されたというか 12 名になってい

ます。その中で継続している方々はどのくらいいらっしゃるのか。減ってきたわけですから離脱し

た人がいるのではと単純に理解したいと思いますが，継続するために努力をされてきたのかどうか，

その辺りのところはいかがですか。 

 

富沢市民センター館長：今のご質問，まず 21名から 12名に減った件ですが，12名の方についてはほぼ

最初から参加されています。その中で最初は知らなかった人同士が知り合うことで実際色々なこと

ができて，忌憚ない意見を言い合えるようになってきているということで，そこにある意味で楽し

みも見つけられているように思います。義務感だけはなくてやはり楽しみもないとなかなか続かな

いのではないかと認識しています。確かに何人か減少していますが，富沢は転勤が多いものですか

ら参加者が転勤してしまうこともありました。また，市民活動が活発な地域ですから，ほかのサー

クル，例えば，音楽とか陸上競技をやっていた人などがそちらの活動が忙しくなってしまい，参加

できなくなった方も何人かいらっしゃいます。減少してきたことは事実ですので増やす努力を今後

ともしていきたいと思います。 

 

会長：消極的な理由ではなくて，積極的な理由もあって人数の減少あるということでした。もっと輪を

広げていけたらというところですね。 

 

委員：黒松市民センター，富沢市民センターそれぞれが市民の方を巻き込んで，それぞれ女性であった

りシニア世代であったり，対象は違っても地域リーダーを育成して市民の方々が自立できるように

支援に取り組まれていることを知って大変勉強になりました。私ども尚絅学院でも生涯学習センタ

ーというものを名取市に設置して，同じように市民の方々を巻き込んで，最初は講座という形で気

軽な集まりやすい雰囲気で集まっていただき，やがて自立していくようなプロセスを考えています。 

 しかし，実際このプロセスを支援する立場から考えていく上で，この講座がなくなった後どうや

って自立していくのかということが課題だと。例えば，講座を開催する時に料理教室を開きます，

また何かの企画を計画しますといった時に，やはりこちらで課題になっているのは資金面です。 

講座がなくなった後は講座を開催するための資金を自分たちで調達して，市民センターで支援し

ていただいて身に着けた企画とか広報の仕方，調査とかのスキルを生かしていくことになるかと思

いますが，資金面でのノウハウの伝授とかそういうものとかはあるのでしょうか。 

 

富沢市民センター館長：資金面については，市民センター側でも調達の方法であるとか，運営員側でも 
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資金がない大変さというようなことまではまだ行っていません。これからの課題だと思います。実 

際に運営員が地域に戻り，今度は何かを企画をしてその時お金がかかりますと，その時どうするの 

かということは今後色々検討しながらやっていくのではないかと思います。公的な助成をもらうの 

か，簡単な会費制にするとか地域の連合町内会と一緒に共催してお金をいただくとか，そんな風に 

なるのではないかと思います。 

 

黒松市民センター館長：今の質問に関してですが，任意の団体が出来上がった時にその団体の目的，内

容によって，日本には民間や公的な助成の制度が様々あると思います。私どもとしてはそういう活

動をする方達に制度や助成についての情報を伝えることも，市民センターとしてできることの一つ

だと思います。 

 

会長：他の委員の方いかがでしょうか。 

 

委員：二つの館から大変魅力的な活動の経過報告をいただきありがとうございました。そもそも評価対

象事業に選ばれている段階で，ある程度活動実績のある事業だろうと理解しておりますし，皆さん

活発に活動されている様子を，まだ具体的な評価のために伺う前の段階ですが感じているところで

す。これから我々審議会としてどうやって評価していくのかという段階に入っていくのだろうと思

いますが，一つは純粋に講座にご参加された企画員の方たちの様子を見ていってその企画の内容，

成果，課題を純粋に見ていくというのが一つの評価の仕方かと思います。 

もう一つは先ほど黒松市民センターからあったように，企画を決める時に実は防犯のことを気に

かけていた人もいたとか，そういった講座企画のプロセスの中で他の展開もあったかもしれない。 

あるいは富沢市民センターからはリーダーを育成していく，というところがありましたが，それ

ではその自立するための手段方法について何か助言をしているのかということについては，それは

これからの課題だというようなやり取りがありました。そこで，講座を企画するという手段が本当

に市民を育てるという方法として合っているのかどうかというところは評価していかなければなら

ないと思います。 

二つの事例を見させていただきながら，我々はそういった側面でも市民センターが果たしている

役割，あるいはかねて議論もありますが，生涯学習支援センターが果たしている役割，その辺りを

評価していくということが同時にあるのではないかと感じました。以上でございます。 

 

会長：今の指摘は，評価の方法に係るところで確かにそうだと思います。こういった市民参画で企画運

営されている事業が市民の自立といったことにどれだけ繋がっているのかという辺りもきちんと見

る必要があるだろうと思います。そういう意味でこの二つの対象事業は評価の対象として色々な側

面を見ることができる大変いい事業だと，今日の報告を聞いて考えていました。 

 

副会長：ご説明ありがとうございました。センターに伺うのが大変楽しみになりました。参加者の事前，

事後の意識の変化，これは参加者の自己評価でしょうが，市民センター側の体制も含めた事前・事

後の意識の変化，つまり市民センター自体の自己評価がどのようになっているかというところも今

度詳しく出していただけると，3年間の事業のプロセスなどがより見えてくると思います。 

それから富沢市民センターの資料に，平成 27年度の「運営員が前面に立った講座のＰＤＣＡ」と
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いうタイトルがありますが，これも 3年間かけてどういう風にＰＤＣＡをやってきたのか，例えば，

1 年目に市民センターが主導できっかけづくりをした時に市民センターがどういうＰＤＣＡをやっ

たのかとか，2年目はひょっとしたら一緒にＰＤＣＡをやったのかなというイメージを私は持ったの

ですが，こういう点が 3 年間の経過でどう変化したのかをお聞かせいただくと，次の皆さんの視点

の広がりが出てくるかと思いました。 

もう一つ教えていただきたいのは，「市民センターは後方支援の役割を認識しつつ適切な助言を行

う」とありますが，ちょっとわからない点ですので「後方支援の役割を認識しつつ」といったとこ

ろをもう少し説明していただけますか。 

 

富沢市民センター館長：ここにそのように記載したのは，市民センター全体という意味ではなくて，こ

の富沢アクティブエイジングサロンという講座に関して 4年目ですし，3，4年目については市民セ

ンターは少し引いた形で，それで後方支援をしていきますという意味です。市民センターが先頭に

立ってリーダーシップをとるのではなく，みんなの意見を聞きながらまとめていく方法論というか

手法という意味です。 

 

会長：もう一つあったのは各年度のＰＤＣＡがどのように行われてきたかという点，例えば 1 年目はき

っかけづくりだったから，センターの方でＰＤＣＡを考えてやってきたのか，2年目は一緒にやった

のか，3年目は運営員の人たちでＰＤＣＡをきちっととらえたのか，といった点はいかがですか。 

 

富沢市民センター館長：0か 100かではありませんが，1年目はどうしても市民センターが主体となって

調査から始まり，プランを作って実施して，チェックアクションをかけるという流れになりました。 

  2年目は市民センターと企画員で 5割 5割を目指しましたが，結果的に 6:4くらいになり，市民セ

ンターがプラスアルファしたというところです。3年目は 8割くらいは企画員の方がやったという認

識です。2年間やってきたわけですが、それでもわからないところを市民センターがフォローしたと

いうことです。 

 

会長：この後に実際の今年度の事業評価のやり方，進め方について資料に基づいて説明がありますが，

今出されたような質問についても実際に参加されている方々にヒアリングを通じて聞くことができ

るかと思います。よろしければ次の今年の事業評価のスケジュール，進め方について説明を聞きた

いと思います。その前に今日ご提案のあった黒松市民センターと富沢市民センターの二つの事業を

対象として，説明のあった評価シートを使って評価の視点から行うということで進めたいと考えて

います。大変いい事業を提案していただきましたので，その分いろんな点が見られる思います。そ

れでは事業評価の進め方について，資料６に基づいて事務局から説明をお願いします。 

 

事務局：（資料 6により説明） 

 

会長：資料６に基づいてご説明がありました。黒松市民センターの 6月 22日とか 3回の会議は企画員の

会議で，そのあとに実際のサロンが開催されるということになる，そのサロンの日程内容について

は 6月 22日の会議で決まるということでよいですか。 
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事務局：そのとおりです。6月 22日，29日，7月 6日に会議があって皆さん集まっていただいてそこで

決まるということです。 

 

会長：そうすると，８月以降の実際のサロンが開かれるスケジュールがわかれば，そこに視察等に行け

る可能性もあるわけですね。 

 

事務局：そうです。6月 22日から 7月 6日までの 3回の会議で今年度のサロンの日程が決まるというこ

とで，審議会の日程と合わせるのは難しいわけです。その 3回の打ち合わせ会議が終わって日程内

容が決まったところで 7 月 28 日の定例審議会に企画員の方たちにお越しいただけないかと考えた

ものです。これはあくまでこれからお願いするものですから，企画員の方々に実際にお越しいただ

けるかどうかは未確定ということです。 

 

会長：黒松市民センターに関しては，7月 28日のこの審議会に来ていただいて，ヒアリングが可能かも

しれないというところですね。わざわざ来ていただいてもいいのかなという気持ちもありますね。7

月 28日の審議会を黒松市民センターで開催するということはできないものでしょうか。 

 

事務局：検討いたしましたが，利便性のいい施設ということで予定が一杯で，会場の確保ができない状

況です。 

 

会長：はい。黒松市民センターの館長さん，どうぞ。 

 

黒松市民センター館長：委員の皆様は，企画会議から出た講座だけでなくて企画会議がどのように進ん

でいるのか様子をご覧になりたいと思いますが，いかがでしょうか。 

 

会長：もちろん，実際企画会議の様子も拝見したいとは思いますが，6月 22日，29日，7月 6日と日程

が決まっていますよね。でも企画の様子を見たいということであれば，この 3 回のうちで調整が可

能であれば参加できる委員の方が伺うということはできるかと思いますね。 

 

黒松市民センター館長：そういうことであれば，企画員は 9名ですので 10名以上の委員の皆様がいらっ

しゃると話がしづらいかもしれません。しかし，ご都合のつく委員の方が 3名でも，4名でも少し見

学したいというのであれば，委員の方々がこういう趣旨で話が聞きたい，見学したいということを

私から企画員の方々にお願いすることは可能かと思います。私どもとしては企画段階からこういう

風なことをやっているというところを委員の皆さんにご覧いただきたい，という思いで発言させて

いただきました。 

 

会長：多分，全員が揃ってということは難しいと思いますが，委員の方も審議会の日程しか予定を取っ

ていないでしょうから。全員でなくとも企画会議に伺って様子を拝見させていただいて運営員の方

にヒアリングはできると思うので，検討していただくとありがたいと思います。6 月 22 日，29 日，

7月 6日どれか 1日に伺って状況を見て，ヒアリングできる日を設けていただき，参加できる委員の

方がいればその日に行くことができる方に行っていただくこともできるかと思います。 
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委員：企画会議は何時からでしょうか。 

 

黒松市民センター館長：午前 10時からになります。 

 

会長：そうですか，それでは日程，メンバーについては事務局で調整いただけますか。そして，サロン

の日程が決まりましたら，改めて事業視察の日程を調整することにして，全員が揃わなくても実施

するのもいいと思います。 

富沢市民センターの方は，8月 27日に企画会議が予定されているので，8月の審議会日程を 25日

から 27 日に変更して事業の視察とヒアリングを行うという提案がありました。27 日は土曜日にな

りますね。27 日に富沢市民センターで視察とヒアリングを行い，そこで審議会を合わせて行うとい

うことで，会場の方は大丈夫ですね。はい。会場も富沢市民センターで行えるということです。こ

の件はよろしいでしょうか。27 日も時間は同じく 10 時からということです。よろしくお願いしま

す。 

  

委員：資料 6 の 2 の④にグループに分かれて事業評価を実施とありますが，時間の余裕がないように思

います。この場でグループ分けを行わなくてよいのでしょうか。前回は 3 グループに分かれたよう

に記憶していますが。 

 

会長：前回の方法と同じにすればどうでしょうか。最初に割り振るというのではなくて、黒松市民セン

ターに行くことができる委員，富沢市民センターに行ける委員，両方に行ける委員の 3 グループが

できると思っていたところでした。最初から黒松班，富沢班というのではなくて，実際に委員のご

都合もあると思うので，視察とヒアリング，どちらかだけ現地に行った場合はその行けたセンター

の班に入っていただき，両方に行った場合は人数の割り振りで分けて，どちらかに入るかよう調整

させていただくというような形になるかと思います。 

 

委員：私事ですが，どちらの日程についても現時点では両方とも相当厳しいのでグループ分けがなされ

ていないとその後の審議に加われなくなってしまうかもしれないし，ここにいらっしゃらない委員

もいますので，日程が決まった段階で割り振る作業は機械的にやっていただきたいと思います。 

 

会長：はい。そうですね。黒松市民センターの視察の日程が決まって参加できる委員と富沢での 8月 27

日に参加する委員，欠席される場合もありますし，今日欠席の委員もいますので，審議委員のスケ

ジュールを見ていただいてグループ分けをするということで，黒松の日程が決まったところで，委

員の参加の可否を見て事務局にグループ分けの調整をお願いすることとしたいと思います。 

実際に黒松市民センターの企画会議で，サロンの日程が決まったところでその事業を視察すること

も考えられると思うので，9月以降の日程で検討したいと思います。よろしいでしょうか。ではその

形で黒松市民センターと富沢市民センターの二つの企画事業を対象として，今年の事業評価を進め

ていきたいと思います。では何かご意見，ご質問はありませんでしょうか。はい，ありがとうござ

いました。それではこれで今回の審議のメインである事業評価については決定いたしましたので，

これから実際の評価の作業に入っていきますのでよろしくお願いいたします。それでは，事務局に
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お返します。 

会     長 

 

 

会議録署名委員 

 


